
 １１月５日(土)、行田市・県立総合教育センターで「科学の甲子園埼玉県大会」が開催されました。 

競技内容は筆記と実技。理科・数学・情報の知識を活用する問題と与えられた条件に合った

ものを作る課題に、チーム 6 人で協力して取り組みます。 

浦和高校、大宮高校など名立たる県立・市立・私立高校 20 

チームのうち、工業高校からの参加は本校のみ。ハイレベルな 

競争の中、実技競技で 5 位となりセカンドステージ（決勝） 

に進みました。また、大会後に伝えられた成績の詳細では数学 

が全体の４位だったことも分かりました。 

以前、採点を担当したことのある先生によると、競技で示さ 

れる課題は知識の合わせ方が難しく「どの知識を組み合わせ 

てどの角度から切り込むか」のひらめきが重要だそうです。 

 ものづくりを学ぶ宮工生に 

とって、発想力は一番の武 

器。今回の快挙は、日頃から 

試行錯誤を繰り返して考える 

力を養っている成果です。 

参加した生徒たちも誇らし 

そうでした。 

 

 

突然ですが、みなさんはこのような問題に出会ったことはありませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

この問題は、①仕事 ＝ 力 × 移動距離  ②仕事率 ＝ 仕事 ÷ 時間 

という公式を使って解きますね。一見すると理科の問題ですが、これを 

知識として理解するには、「文章を正しく読む」国語の力・「公式を使う」理科の力・「正しく計

算する」数学の力が必要です。 

 

実は、大宮工業高校では、普段は独立して学んでいる科目をつなげてひとつのテーマに取り

組むという学習機会を設けています。 

 その一つが、文化祭最大の展示・ウェルカ 

ムアーチです。例年、建築科が「課題研究」と 

いう授業の中で製作しているものですが、本年 

度は各学科の生徒たちがそれぞれの実習で学ん 

だ知識を持ち寄り、動くモチーフを製作して組 

み込みました。安全を第一に考え細部まで丁寧 

に設計されたアーチが賑やかさを増し、来場者 

の目を楽しませていました。 

 このような取り組みは、座学でも行われてい 

ます。国語科で扱う教材を軸に、固有種と外来 

種、便利な材料の利用とその弊害など、様々な視点から現代社会の「光」と「陰」を考える活動を

行いました。授業後のアンケートでは 『他の科目をつなぐことで自分なりに考えることが増えて、 

積極的に取り組めた』 『国語だけじゃなくいろいろな視点から課題を見ることができ、分かり 

やすかった』 『それぞれの分野で知識がつき、苦手な分野でもやる気をもって学習できた』とい 

                  酸かった」       う感想が聞かれました。 

                               ひとつの事柄を堀り下げてじっく 

                             り考える体験は、自分が持っている 

                             “知識”という点を線にすることに 

                             つながります。宮工の学びは、身に 

                             つけた知識を自分で活用するための 

                             「深い学び」。４つの学科にはどの 

                            ような結びつきがあるのか、普段、 

                             単独で学習している座学の知識がど 

                             のように重なるのか。宮工で、「ホ 

                             ンモノの知識」を学びませんか？ 

                              

知らないともったいない！～宮工ワンポイント～ 埼玉県立大宮工業高等学校 
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見よ!宮工生の思考力～科学の甲子園～ 

宮工の２学期は月に一度大きな学校行事がある、忙しくはあるけれど高校生活を満喫できる４カ月です。体育祭に

始まり、文化祭、２学年のインターンシップ、強歩大会……。みなさんも“アツい宮工生”の一員になりませんか？ 

【問】図のような動滑車を使い、点 Aの部分を手で引いて、質量 1800g の 

物体をゆっくり持ち上げた。物体は最初の位置から 50cm 上昇した。 

①このときの仕事は何 Jか。 

②物体を 50cm 持ち上げるのに 5秒かかった。この時の仕事率は何 Wか。 

（science.005net「中学理科の復習」より抜粋） 



宮工で何する？ 

２０２２年の節目が近づき、宮工の３年生からは続々と進路決定の報告が届いています。努力した 3年生を代表して、大きな夢を叶えた二人が進路を決めるまでの流れを紹介してくれました。 
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